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私が、オーストリアで感じた
ことは、チロルは、安曇野と似
たような所があり、山がとても
近くにあるように思え、建物な
どは日本と違い統一感がありと
てもきれいだと思いました。ま
た、食べ物はすべてがおいしく、
毎日の食事が楽しみでした。

現地の若者と交流してみて感
じたことは、英語がとても重要
だということでした。なぜなら
彼らはすらすらと英語を話して
いましたが、私はうまく英語が
でてこなく、話したくても話せ
ない。自分の話している英語が
通じないなど、もどかしく思っ
たからです。自分の英語力の無
さを痛感しましたが、私にとっ
ては、これから社会に出ていく
ためには、このオーストリアで
の交流は、とても有意義な体験
となりました。これからも世界
のいろいろな人と交流をしたい
と思いました。現地では、日本
人が働いていて、日本だけでな
く、海外にも目を向けるいいチ
ャンスとなりました。

ク ラ ム ザ ッ ハ は 人 口 が 約
5,000 人のとても小さな町。美
しく雄大なアルプスの山々と広
大な草原、色とりどりの家々が
立ち並びまるで絵のような風景
が広がるのどかな町でした。私
が今回交流をさせていただいた
皆さんは空港まで私たちを迎え
に来てくれて、町長さんをはじ
め町全体で手厚く歓迎してくれ
たことに非常に感動しました。
日本では目にできない建築物や
スワロフスキー本社などを見学
できました。また、同年代の方々
との交流で将来について話すこ
ともできました。しかし、自分
の思いをなかなか伝えられず、
語学力の未熟さを痛感しまし
た。

私は将来国際社会に対応でき
る人になりたいと考えていま
す。今回の交流事業でその意志
がより強くなりました。いつか
この経験を安曇野市で生かせれ
ばと思います。これからの後輩
にもこの事業をつなげていって
ください。貴重な体験をさせて
いただきありがとうございまし
た。

私は、以前から日本とは違っ
た文化、生活、社会そして日本
語ではない言語を体験したいと
思っており、クラムザッハの訪
問を楽しみにしていました。ク
ラムザッハで一番印象に残った
ことは人々の温かさです。クラ
ムザッハの町長さん副町長さん
をはじめ、役場の人たちやユー
スクラブ「Mikado」の人たち
みんながにこやかに声を掛けて
くれ、とてもうれしかったです。

「Mikado」では同じ年ごろの女
の子と日本の文化について話す
ことができました。最初のころ
は、しっかりと会話できるか、
土地になじめるか不安でした
が、副町長さんと一緒にチロル
の農家を見たり、役場の人たち
と食事したりするにつれて、も
っとクラムザッハにいたい、帰
りたくないと思うようになりま
した。今回の旅行を機に、もっ
と英語力、ドイツ語力を上げて、
今回交流したすべての人たちに
もう一度会うため、またクラム
ザッハを訪れたいです。◎クラムザッハでの体験や交流

感動と驚き
人々の温かさに触れ
また、訪れたい

クラムザッハ最終日、お世話になっ
た皆さんと別れを惜しんで

帰りのバスを見送るクラムザッハの
皆さん

クラムザッハ以外の都市も訪問。ウィーンでは国連事務局
を見学

町役場前で役場の皆さんとの記念撮影

訪問を終えて「世界観豊かなグローバル思考を安曇野の子どもたちへ」

訪問団長
村上広志副市長
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